
（別案２） 

奄美大島・喜界島農業の動き 

 

■令和７年 11 月 

１ 大島地域 食育・地産地消推進研修会を開催 

10 月 28 日，「大島地域食育・地産地消推

進研修会」を大島地域かごしまの“食”交流

推進協議会と大島本島地区農産物地産地消推

進協議会の共催で実施し，協議会の構成機関

・団体等の関係者 65 名が参加しました。奄美

市地方公設卸売市場と株式会社グリーンスト

アが地産地消の推進に関する取り組み状況等

を紹介し，研修参加者と地場野菜の生産，流

通，消費について意見を交換しました。農政

普及課では，研修会で出された意見等を参考

に，地場野菜の生産，消費の拡大を支援して

いきます。 

 

２ さとうきび大規模経営体の法人化に向けた支援を実施 

11 月５日，喜界町役場において，さとうき

び大規模経営体２戸に対し，法人化に向けた

支援を行いました。かごしま農業経営・就農

支援センターの農業経営スペシャリスト（税

理士・社会保険労務士）を招き，法人化のメ

リット・デメリットや雇用確保の留意点等に

ついて説明を受けました。大規模経営体から

は，消費税や雇用者への雇用保険等に関する

質問もあり，法人化に対する理解を深めまし

た。今後も大規模経営体の経営安定化のため，

法人化に向けた支援を継続していきます。 

 

３ さとうきび生産振興大会で大規模経営体の省力化事例を紹介 

11 月 17 日，喜界町自然休暇村において，

さとうきび生産振興大会が開催され，農政普

及課は機械化による省力化体系の実例とし

て，単収の高い大規模経営体の実態調査結果

を紹介しました。大型機械による作業時間の

縮減や，株出しの株揃えや中耕は省略するが，

単収が低下しないよう新植前の有機物投入や

深耕等による土づくりの徹底などの事例を示

しました。高齢化により生産者の減少が続く

中，大規模経営体の育成はさとうきび産地維

持のために必須であり，今後も支援を継続し

ていきます。 
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４ さとうきび収穫にかかるコストについての勉強会を開催 

  11 月 17 日，喜界町自然休養村で開催され

たさとうきびハーベスタオペレーター研修会

にて，昨年度から喜界町ハーベスタ連絡協議

会が中心となり取り組んできた，さとうきび

収穫にかかるコスト試算の結果と傾向につい

て，農政普及課が紹介しました。コストは９

組織間で最大約２倍の差があり，収穫規模と

収穫量，単収が大きく影響することを説明し，

組織の経営安定に向け毎年製糖期終了後に試

算を繰り返すことを呼びかけました。今後も

収穫コストの理解促進に向けた支援を行って

いきます。 

 

 

５ 製糖期に向けてオペレータ労働安全研修会を開催 

11 月 17 日，喜界町自然休養村において， 

 製糖開始を前に，さとうきびハーベスタオペ 

 レーターを対象とした労働安全研修会を開催 

 した。鹿児島県農業開発総合センター普及情 

 報課から農作業事故防止対策について講義が 

 あり，収穫期の事故を減らすためには，補助 

 者との連携強化，雑草管理等のほ場整備が重 

 要であることを学びました。その後，屋外に 

 おいて地元整備工場の社員が実機を用い，修 

 理の多いポイントを紹介しました。事故のな 

 い製糖期に向けて，安全意識を高める機会と 

 なりました。 

 

 

６ 奄美の担い手が瀬戸内町でのセミナーに集う 

11 月 19 日，農政普及課は瀬戸内町で奄美 

 大島・喜界島の認定農業者等 25 名を参集し  

 「奄美農業担い手セミナー」を開催しました。 

 セミナーでは農政普及課の病害虫担当が病害 

 虫の専門的な知見や両島での事例について講 

 演し，また喜界町のさとうきび経営者からは 

 「地域と仲間と広げるさとうきび」と題して， 

 地域及び仲間との連携で自らのさとうきび経 

 営が発展してきたという事例が紹介されまし 

 た。情報提供を含め参加者の反応は好評で， 

 今後もセミナーを続けていきたいと考えてい 

 ます。 
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